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トル、人口は （ 年）を数える。気候14000 1987
は高温多湿で年平均気温 度、年平均降水量27
ミリに達する。 － 月は南西風、 － 月3700 5 10 11 4
は北東風が卓越する。パラオ諸島の存在がヨ
ーロッパ人によって知られるようになったの













































認している。遺物は石斧 点、石核 点、薄片2 2













































（ 年 月考古学大会発表要旨）1999 5
高松町遺跡発掘報告
（ ）多 正芳 金沢大学文学研究科
高松町は石川県のほぼ中央にする。むしろ、
能登半島の根元にある小さな海辺の町といっ
たほうがわかりいいかもしれない。町の面積
のほとんどは盆地と砂浜に占められており、
盆地の中には宝達丘陵からちぎれ出たような
丘が海に浮かぶ小島のように点在する。この
「平地の中の小島」には、弥生時代の高地性
集落・大海西山遺跡など、人の生活の痕跡が
数多く残されている。今夏、金大考古学教室
のメンバー約四十名が発掘に参加させていた
だいた通称「ハカド」遺跡も、ぶどう畑に囲
まれた「平地の中の小島」の一つであった。
発掘報告の前に、酷暑の中、現場まで足を
運びご指導頂いた佐々木・藤井・中村・波頭
の四先生と、経験、知識とも不足していた我
々学生を最後まで見捨てずに、時には町内の
遺跡見学まで企画して頂いた高松町教育委員
会の折戸靖幸氏に深く感謝申し上げたい。
「ハカド」遺跡は弥生時代末期から古墳時
代初頭の大規模集落跡で、楕円形や方形の竪
穴住居が三十棟余りと多数の掘立柱建物跡、
土器片、若干の石器と金属片が見つかってい
る。石川考古学研究会によれば、同時代では
県内でも最大規模の住居趾群で、地域の拠点
集落だった可能性が大きいとか。そんな貴重
な遺跡を、素人同然ともいえる我々が掘って
よいのか。さっそく不安に駆られたが、聞け
ばこの遺跡、取り壊しを年内に控えており、
夏場はとにかく人手がほしいのだという。学
生の手をも借りようというのはそういう訳か。
現場に向かう前から、急激に進む開発と、開
発に追われるように行われる行政発掘の現状
をかいま見た気がした。
発掘させていただいた地区の一部を、遺跡の南側か
ら撮影した写真。柱列跡と思われるピットの列が何
ヵ所か見られる。
我々が実際に取り組んだ作業は、表土を取
り除いて遺構が含まれる文化層を検出する「精
査 、精査によって見つかったピットや土壙の」
掘り出しと断面図の実測、そして遺構の位置
を示す平板実測といったところが主であった。
まずは精査である。文化層を含む明るい赤
土は、黄色い表土を数センチほどはぎ取れば
現れてくる。中でも遺構面は濃い紫と黒がな
いまぜになったような色調で、実に見分けや
すい。しかし、夏の強烈な陽射しは、地表の
水分をあっという間に吸い取り、ひび割れを
作ってゆく。こうなってしまうと遺構がどこ
にあるのか、いや、どこまで精査したのかす
ら判然としなくなる。油断するとせっかく検
出したピットや土壙が行方不明になり、水を
